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 海洋の物質循環に関する研究では、放射性物質は時間の道具として利用される。しかし、海水中での濃度が

極めて低いために、溶存態、小粒子や大粒子等の存在状態別に試料を採取することは容易ではない。そこで、白鳳

丸 KH04-03 研究航海やみらい MR04-07 研究航海で現場型超大容量海水濾過装置（日油技研工業（株）製）を用いて、

数 m3 の大容量の海水から存在状態別に試料の採取を行い、トリウム等の放射性核種の分析を行った。装置は、メ

インシステムに、直径 293 mm のテフロンフィルター（孔径 70 mm）とガラスフィルター（1 mm）を取付け、粒子

成分を捕集した。またろ過海水は、2 本直列にした水酸化鉄付着フィルタ（孔径 1 mm）を用いて溶存態のリンとベ

リリウムの吸着濃縮を行った。サブシステムは、直径 1mm の穴から海水を引き込み、カートリッジフィルター（孔

径 1 mm）とマンガン付着カートリッジフィルター（2本）を３本直列に取り付け、溶存態のトリウムとラジウムの

吸着濃縮を行った。また 2台の積算流量計により、それぞれのシステムの流量を測定した。粒子濃度とトリウム同

位体濃度の分布を合わせて、粒子の挙動について考察を行う。 


